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2026 年６月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ 2025 年８月 14 日公表の 2026 年６月期（2025 年７月１日～2026 年６月

30 日）通期業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．当期業績予想数値の修正（2025 年７月１日～2026 年６月 30 日） 

（単位：百万円）        

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 30,000 1,100 1,050 650 121 円 46 銭 

今回修正予想（Ｂ） 26,900 180 130 10 1 円 87 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,100 △920 △920 △640  

増減率（％） △10.3  △83.9 △87.6 △98.5  

(ご参考)前期実績 
（2025 年６月期） 24,771 625 684 484 90 円 75 銭 

 
２．修正の理由 

 〔売上高〕 

モバイル通信事業において、当第１四半期会計期間に発生した広告宣伝効率低下の影響が⾧期化しており、当

中間連結会計期間における新規回線契約獲得数は期初計画の７割程度に留まっております。この結果、同セグメ

ント売上高は期初予想を 2,400 百万円下回る見込みです。 

また、ネット型リユース事業において、買取依頼数は順調に確保できた一方、オートメーション化をはじめと

する仕入対応能力の拡大が遅延しており、同セグメント売上高は 700 百万円下回る見込みです。 

以上の結果、通期業績予想における連結売上高は期初予想を 3,100 百万円下回る見込みです。 
 

 〔営業利益および経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益〕 

 上記のとおり、モバイル通信事業の減収は主に新規回線契約獲得数に連動するショット型収入の減少に起因す

るものであり、同収入は対応する原価を持たないため売上総利益の減益に大きく影響し、広告宣伝費をはじめと

する販管費の適切なコントロールに努めているものの減益幅を賄うには至らず、営業利益は 920 百万円、経常利

益は 920 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は 640 万円、それぞれ期初予想を下回る見込みです。 
 

（注記事項） 

  業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があ

ります。 

以上 


